「紋章」 の 「私」 



i 島 与 志 雄 



横 光利 一 氏の 「紋章」 のなかに は、 「私」 という 言葉 

で 現わされ てる 一人の 文学者が 出て くる。 彼 は、 主要 

な 人物た る 雁金 八郎と 山下久 内と に、 共に 交誼が あり、 

山 下 敦子ゃ 綾部 初子 や 杉 生 善 作と は 顔見知り であり、 

雁金の 発明 実験 所 や 山 下家の 茶会 や 其 他 いろいろのと 

ころに、 出入す る。 そして いろいろの 事物 や いろいろ 

の 説明が、 彼に よって 述べられる。 が 彼 は 作 中の 事件 

に は 何の 関係 交渉 もな くた だ 傍観者に すぎない。 —— - 

この 「私」 は、 誰でもよ いと 共に また 作者 自身で も あ 

る。 

こういう 「私」 という 人物 を 出して、 傍観者たり 説 



貌 して 地の文の 中に とけこみ、 そこで 新たな 生命 を 獲 

得する。 そして そこに 微妙な 心理 交錯の 縞 目 を 織り出 

然るに これが 他の 場面、 例えば、 久 内と 初子と が最 

後に (小説の 中での) 食事 をす ると ころ や、 久 内が 家 

を 出て 暮 そうとの 決心 を 妻の 敦 子に うちあける ところ 

などに なると、 濾過され た 言葉が 死んで、 地の文の 中 

でさえ 力 を 失って くる。 その 刻々 の 情意の 昂揚 や 変動 

に、 言葉が —— そして 地の文 までが、 追つつ いていけ 

ないで、 後方に 取 残される。 人間の 言葉 は 不用意に 発 

せられる もので、 殊に 情意の 変動 時に 当って は、 その 
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